




































































!惑を低めることが明らかにされた。第 11 章(研究 8) では、研究 1~研究 7 の知見を集約し、“どのような人"
が、“どのような書き方"で、“どのような内容"に焦点を当てて筆記開示すれば有効であるか、という視点
を加味した“構造化筆記開示法"を開発した。この効果を検討した結果、構造化筆記開示を行った条件が、
維持された怒りを低減させるだけでなく、怒りの維持を規定している思考の未統合感も減少させるという結
果が得られた。
(考察)
第12章では、実証的検討-の結果を総括し、怒りの維持過程において思考の未統合感が重要な役割を果た
していることを指摘した。さらに、構造化筆記開示法は、特別な装置や設備を必要としない簡便な方法であ
るにもかかわらず、出来事への藍蔀を促し、思考の未統合感を減少させ、維持された怒りの低減を促すのに
有効な手法であることを明らかにした。最後に、本知見が、理論的および教育・臨床的貢献につながること
について言及し、今後の課題をまとめた。
審査の結果の要旨
本論文は、主に、怒りの維持過程について解明を行ったとともに、維持された怒りの低減に効果的な構造
化筆記開示法を開発するなど、基礎から応用研究まで幅広く、かつ、オリジナリテイの高いものとして評価
される。さらに、横断調査のみならず縦断調査、文章データの内容分析、実験的介入といった種々の方法を
用いて多角的な検証を行った点も評価できる。具体的な成果として、思考の未統合感が怒りを維持させる鍵
となり得るという新たな知見を得ている。さらに、本論文で開発された構造化筆記開示法によって、思考の
未統合感や怒りの維持状態の低減が見られたように、実践的な意義も有している、今後は、自己に対する怒
りや若年層・高齢層への応用など、吏なる展開も期待され、教育的・臨床的意義を持つものとして大いに評
価される。
平成 25年 l月30B、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項につい質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(心理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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